
日医発第72号（保18）

平成18年4月21日
都道府県医師会長殿

　
人

　
群

長
会
澤

師
医
唐

本日

医療機関の窓口における高齢者の一部負担金の取扱いについて

　平成18年4月の診療報酬点数表の改定により、老人診療報酬点数表が

廃止されたことに伴い「寝たきり老人在宅総合診療料」が廃止されました。

従前、高齢者（老人保健制度加入者又は70歳～74歳）のうち、　「寝た

きり老人在宅総合診療料」を算定している場合、窓口の一部負担金は上限

額までを徴収し、上限額を超える金額は窓口で徴収しておりませんでした。

　今回の改定において、寝たきり老人在宅総合診療料に代わる「在宅時医

学総合管理料」が新設されました。この場合も窓口負担は従来の寝たきり

老人在宅総合診療料と同様の取扱いとなりますので、ご連絡申し上げます。

　なお、入院に関しては従前どおり変更はありません。
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　　　　　　　　　　　　　　記

1．C　O　O2在宅時医学総合管理料、CO　O3在宅末期医療総合診療料

　　を算定している場合、高齢者（老人保健制度加入者又は70歳～74

　歳）の方の同一医療機関における1カ月の窓口負担上限額

CO　O2在宅時医学総合管理料、C　O　O3在宅末期医療総合診療料

�Z定している場合の窓口負担上限額

①一般の方 12，000円

②市町村民税非課税の世帯に属する方等

③市町村民税非課税の世帯に属する方等の

､ち、所得が一定の基準に満たない方等

④一定以上の所得の方 40，200円

※入院は従来どおり

（添付資料）

1．官報第4310号（平18．4．4）抜粋

　〔官報内容〕

　　①老人保健法施行令第16条第1項第2号の規定に基づき厚生労働大臣

　　　が定める療養の一部を改正する件（厚生労働省告示第324号）

　　②健康保険法施行令第43条第1項第2号の規定に基づき厚生労働大臣

　　　が定める療養の一部を改正する件（厚生労働省告示第325号）

　　③船員保険法施行令第ll条第1項第2号の規定に基づき厚生労働大臣

　　　が定める療養の一部を改正する件（厚生労働省告示第326号）

　　④国民健康保険法施行令第29条の4第1項第2号の規定に基づき厚生労

　　　働大臣が定める療養の一部を改正する件（厚生労働省告示第327号）
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目

次

〔
告

示
〕

O
日
本
国
に
帰
化
を
許
可
す
る
件

　
（
法
務
一
七
九
）

O
実
演
及
び
レ
コ
ー
ド
に
関
す
る
世
界
知
的

　
所
有
権
機
関
条
約
へ
の
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ

　
ン
共
和
国
及
び
ベ
ナ
ン
共
和
国
の
加
入
に

　
関
す
る
件
（
外
務
一
八
O
）

O
著
作
権
に
関
す
る
世
界
知
的
所
有
権
機
関

　
条
約
へ
の
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
共
和
国
及

　
び
ベ
ナ
ン
共
和
国
の
加
入
に
関
す
る
件

　
（
同
一
八
一
）

O
マ
ラ
ウ
イ
共
和
国
政
府
に
対
す
る
贈
与
に

　
関
す
る
日
本
国
政
府
と
マ
ラ
ウ
イ
共
和
国

　
政
府
と
の
間
の
書
簡
の
交
換
に
関
す
る
件

　
　
（
同
一
八
二
）

O
老
人
保
健
法
施
行
令
第
十
六
条
第
一
項
第

　
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が

　
定
め
る
療
養
の
一
部
を
改
正
す
る
件

　
　
（
厚
生
労
働
三
二
四
）

O
健
康
保
険
法
施
行
令
第
四
十
三
条
第
一
項

　
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣

　
が
定
め
る
療
養
の
一
部
を
改
正
す
る
件

　
　
（
同
三
二
五
）

O
船
員
保
険
法
施
行
令
第
十
一
条
第
一
項
第

　
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
の

　
定
め
る
療
養
の
一
部
を
改
正
す
る
件

　
　
（
同
三
二
六
）

　
　
　
　
　
　
　
O

　
O
国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
第
二
十
九
条
の

　
　
四
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生

　
　
労
働
大
臣
が
定
め
る
療
養
の
一
部
を
改
正

　
　
す
る
件
（
同
三
二
七
）

　
O
平
成
十
八
年
産
の
秋
植
え
ば
れ
い
し
ょ
、

　
　
大
豆
、
小
豆
、
い
ん
げ
ん
、
て
ん
菜
及
び

　
　
ホ
ッ
プ
に
適
用
す
る
単
位
当
た
り
共
済
金

　
　
額
の
範
囲
等
を
定
め
る
件

　
　
　
（
農
林
水
産
五
三
三
）

　
O
保
安
林
の
指
定
を
す
る
件
（
同
五
三
四
）

　
O
保
安
林
の
指
定
を
解
除
す
る
件

　
　
　
（
同
五
三
五
）

　
O
小
型
特
殊
自
動
車
の
型
式
を
変
更
す
る
旨

　
　
届
出
が
あ
っ
た
件

　
　
　
（
国
土
交
通
四
七
四
、
四
七
五
）

　
O
指
定
自
動
車
の
指
定
製
作
者
等
の
住
所
を

　
　
変
更
し
た
件
（
同
四
七
六
）

　
O
検
査
対
象
外
軽
自
動
車
等
の
製
作
者
等
の

　
　
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
を
変
更
す
る
旨

　
　
届
出
が
あ
っ
た
件
（
同
四
七
七
）

　
O
原
動
機
付
自
転
車
の
型
式
を
認
定
し
た
件

　
　
　
（
同
四
七
八
、
四
七
九
）

　
O
検
査
対
象
外
軽
自
動
車
の
型
式
を
認
定
し

　
　
た
件
（
同
四
八
O
）

　
O
小
型
特
殊
自
動
車
の
型
式
を
認
定
し
た
件

　
　
　
（
同
四
八
一
～
四
九
一
）

　
O
自
動
車
の
型
式
を
指
定
し
た
件

　
　
　
（
同
四
九
二
～
五
〇
六
）

　
0
船
舶
安
全
法
第
六
条
ノ
四
第
一
項
の
規
定

　
　
に
基
づ
き
、
型
式
承
認
を
し
た
件

　
　
　
（
同
五
〇
七
）

　
O
黒
部
川
水
系
に
係
る
指
定
区
間
外
の
一
級

　
　
河
川
に
関
す
る
件

　
　
　
（
北
陸
地
方
整
備
局
八
五
）

　
O
道
路
に
関
す
る
件

　
　
　
（
近
畿
地
方
整
備
局
八
六
）

二三

〉三

〔
国
会
事
項
〕

○

　
　
　
〔
人
事
異
動
〕

内
閣
　
内
閣
法
制
局
　
内
閣
府
　
警
察
庁

金
融
庁
　
財
務
省
　
会
計
検
査
院

　
　
　
〔
皇
室
事
項
〕

〔
官
庁
報
告
〕

　
　
　
　
　
官
庁
事
項

　
北
陸
地
方
整
備
局
公
示
（
北
陸
地
方
整
備
局
）

　
　
　
　
　
法
　
　
務

　
再
審
に
よ
る
無
罪
判
決
の
公
示

　
　
（
豊
橋
簡
易
裁
判
所
）

　
　
　
　
　
労
　
　
働

　
争
議
行
為
の
通
知
の
公
表
に
つ
い
て

　
　
（
厚
生
労
働
省
）

　
最
低
工
賃
の
決
定
及
び
廃
止
決
定
に
関
す
る

　
公
示
（
鳥
取
労
働
局
最
低
工
賃
公
示
一
）

　
　
　
　
　
〔
資
　
　
料
〕

　
閣
議
決
定
等
事
項

　
　
　
　
　
〔
公
　
　
告
〕

六 四七

諸
事
項

官
庁

　
土
地
家
屋
調
査
士
懲
戒
処
分
、

　
許
可
の
取
消
処
分
関
係

建
設
業
の

八〇九δ＝二三三

裁
判
所

　
相
続
、
公
示
催
告
、
失
踪
、
除
権
決
定
、

　
破
産
、
免
責
、
特
別
清
算
、
再
生
関
係

特
殊
法
人
等

　
厚
生
年
金
基
金
変
更
・
解
散
・
清
算
人
就

　
任
・
清
算
結
了
・
清
算
人
退
任
関
係

会
社
そ
の
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蒔
翼
　
料
叫
雲
離
図
酎
郵
一
↓
面
一
㎝
昧
ω
一
㎝
O
．
、
中

　
騰
濫
　
品
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忽
禽
N
山
一
㎝
m
酔

宙
副
　
糾
叫
雲
単
磁
図
汁
》
痢
一
↓
画
一
㎝
昧
一
㎝
－
o
。
8
中

　
婁
薄
雪
　
罰
苔
ω
O
柑
o
o
㎞
一
ω
m
併

　
陶
騨
　
着
蔚
N
柑
“
並
ω
m
肝

　
陶
識
口
　
紀
蔦
相
相
一
血
N
m
餅

O
外
務
省
告
示
第
百
八
十
号

　
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
共
和
国
政
府
及
び
ベ
ナ
ン
共
和
国

政
府
は
、
平
成
八
年
十
二
月
二
十
日
に
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
作

成
さ
れ
た
「
実
演
及
ぴ
レ
コ
ー
ド
に
関
す
る
世
界
知
的
所

有
権
機
関
条
約
」
の
加
入
書
を
、
そ
れ
ぞ
れ
、
平
成
十
八

年
一
月
十
一
日
及
び
同
年
一
月
十
六
日
に
世
界
知
的
所
有

権
機
関
の
事
務
局
長
に
寄
託
し
た
。
よ
っ
て
、
同
条
約
は
、

平
成
十
八
年
四
月
十
一
日
に
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
共
和
国

に
つ
い
て
、
ま
た
、
同
年
四
月
十
六
日
に
ベ
ナ
ン
共
和
国

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
効
力
を
生
ず
る
。

　
　
（
平
成
十
八
年
一
月
十
一
日
付
け
及
び
同
年
一
月
十
六

日
付
け
世
界
知
的
所
有
権
機
関
事
務
局
長
回
章
）

　
平
成
十
八
年
四
月
四
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
外
務
大
臣
　
麻
生
　
太
郎

O
外
務
省
告
示
第
百
八
十
一
号

　
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
共
和
国
政
府
及
び
ベ
ナ
ン
共
和
国

政
府
は
、
平
成
八
年
十
二
月
二
十
日
に
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
作

成
さ
れ
た
「
著
作
権
に
関
す
る
世
界
知
的
所
有
権
機
関
条

約
」
の
加
入
書
を
、
そ
れ
ぞ
れ
、
平
成
十
八
年
一
月
十
一

日
及
び
同
年
一
月
十
六
日
に
世
界
知
的
所
有
権
機
関
の
事

務
局
長
に
寄
託
し
た
。
よ
っ
て
、
同
条
約
は
、
平
成
十
八

年
四
月
十
一
日
に
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
共
和
国
に
つ
い

て
、
ま
た
、
平
成
十
八
年
四
月
十
六
日
に
ベ
ナ
ン
共
和
国

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
効
力
を
生
ず
る
。

　
　
（
平
成
十
八
年
一
月
十
一
日
付
け
及
び
同
年
一
月
十
六

日
付
け
世
界
知
的
所
有
権
機
関
事
務
局
長
回
章
）

　
平
成
十
八
年
四
月
四
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
外
務
大
臣
　
麻
生
　
太
郎

O
外
務
省
告
示
第
百
八
十
二
号

　
平
成
十
八
年
三
月
十
七
日
に
東
京
で
、
マ
ラ
ウ
イ
共
和

国
政
府
に
対
す
る
贈
与
に
関
す
る
次
の
概
要
の
書
簡
の
交

換
が
マ
ラ
ウ
イ
共
和
国
政
府
と
の
間
に
行
わ
れ
た
。

1
　
援
助
の
目
的
及
び
内
容
　
マ
ラ
ウ
イ
の
経
済
の
構
造

　
改
善
努
力
推
進
及
び
債
務
問
題
を
含
む
マ
ラ
ウ
イ
の
経

　
済
困
難
緩
和
に
寄
与
す
る
た
め
、
両
政
府
の
関
係
当
局

　
が
合
意
す
る
生
産
物
及
び
役
務
を
購
入
す
る
た
め
の
資

　
金
を
贈
与
す
る
こ
と
。

2
　
贈
与
額
　
六
億
円

3
　
署
名
者

　
日
　
本
　
側
　
宮
下
正
明
在
マ
ラ
ウ
イ
大
使

　
マ
ラ
ウ
イ
側
　
デ
ビ
ス
・
カ
ツ
ォ
ン
が
外
務
大
臣

　
平
成
十
八
年
四
月
四
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
外
務
大
臣
　
麻
生
　
太
郎

O
厚
生
労
働
省
告
示
第
一
一
一
百
二
十
四
号

　
老
人
保
健
法
施
行
令
（
昭
和
五
十
七
年
政
令
第
二
百
九

十
三
号
）
第
十
六
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、

老
人
保
健
法
施
行
令
第
十
六
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に

基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
療
養
（
平
成
十
四
年
厚

生
労
働
省
告
示
第
二
百
八
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
し
、
平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

　
平
成
十
八
年
四
月
四
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
　
川
崎
　
二
郎

　
第
一
号
中
「
老
人
保
健
法
の
規
定
に
よ
る
医
療
に
要
す

る
費
用
の
額
の
算
定
に
関
す
る
基
準
（
平
成
六
年
厚
生
省

告
示
第
七
十
二
号
。
以
下
「
老
人
算
定
基
準
」
と
い
う
。
）

別
表
第
一
第
2
章
第
2
部
1
に
掲
げ
る
寝
た
き
り
老
人
在

宅
総
合
診
療
料
」
を
「
診
療
報
酬
の
算
定
方
法
（
平
成
十

八
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
九
十
二
号
）
別
表
第
一
第
2
章

第
2
部
第
1
節
区
分
C
O
O
2
に
掲
げ
る
在
宅
時
医
学
総

合
管
理
料
」
に
改
め
、
第
二
号
中
「
老
人
算
定
基
準
別
表

第
一
第
2
章
第
2
部
の
注
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
健
康

保
険
法
の
規
定
に
よ
る
療
養
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定

方
法
（
平
成
六
年
厚
生
省
告
示
第
五
十
四
号
）
別
表
第
一

第
2
章
第
2
部
区
分
C
O
O
3
」
を
「
診
療
報
酬
の
算
定

方
法
別
表
第
一
第
2
章
第
2
部
第
1
節
区
分
C
O
O
3
」

に
改
め
る
。

O
厚
生
労
働
省
告
示
第
一
一
一
百
二
十
五
号

　
健
康
保
険
法
施
行
令
（
大
正
十
五
年
勅
令
第
二
百
四
十

三
号
）
第
四
十
三
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、

健
康
保
険
法
施
行
令
第
四
十
三
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定

に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
療
養
（
平
成
十
四
年

厚
生
労
働
省
告
示
第
二
百
九
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
し
、
平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

　
平
成
十
八
年
四
月
四
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
　
川
崎
　
二
郎

　
第
二
号
中
「
前
号
」
を
「
前
二
号
」
に
改
め
、
同
号
を

第
三
号
と
し
、
第
一
号
中
「
健
康
保
険
法
の
規
定
に
よ
る

療
養
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
方
法
（
平
成
六
年
厚
生

省
告
示
第
五
十
四
号
ご
を
「
診
療
報
酬
の
算
定
方
法
」
に

改
め
、
同
号
を
第
二
号
と
し
、
同
号
の
前
に
次
の
一
号
を

加
え
る
。

　
一
　
診
療
報
酬
の
算
定
方
法
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働

　
　
省
告
示
第
九
十
二
号
）
別
表
第
一
第
2
章
第
2
部
第

　
　
1
節
区
分
C
O
O
2
に
掲
げ
る
在
宅
時
医
学
総
合
管

　
　
理
科
が
算
定
さ
れ
る
べ
き
療
養

O
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
二
十
六
号

　
船
員
保
険
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
八
年
政
令
第
二
百
四

十
号
）
第
十
一
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
船

員
保
険
法
施
行
令
第
十
一
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
基

づ
き
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
療
養
（
平
成
十
四
年
厚
生

労
働
省
告
示
第
二
百
九
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
し
、
平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

　
平
成
十
八
年
四
月
四
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
　
川
崎
　
二
郎

　
第
二
号
中
「
前
号
」
を
「
前
二
号
」
に
改
め
、
同
号
を

第
三
号
と
し
、
第
一
号
中
「
健
康
保
険
法
の
規
定
に
よ
る

療
養
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
方
法
（
平
成
六
年
厚
生

省
告
示
第
五
十
四
号
）
」
を
「
診
療
報
酬
の
算
定
方
法
」
に

改
め
、
同
号
を
第
二
号
と
し
、
同
号
の
前
に
次
の
一
号
を

加
え
る
。

　
一
　
診
療
報
酬
の
算
定
方
法
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働

　
　
省
告
示
第
九
十
二
号
）
別
表
第
一
第
2
章
第
2
部
第

　
　
1
節
区
分
C
O
O
2
に
掲
げ
る
在
宅
時
医
学
総
合
管

　
　
理
料
が
算
定
さ
れ
る
べ
き
療
養

O
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
二
十
七
号

　
国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
三
年
政
令
第
三

百
六
十
二
号
）
第
二
十
九
条
の
四
第
一
項
第
二
号
の
規
定

に
基
づ
き
、
国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
第
二
十
九
条
の
四

第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め

る
療
養
（
平
成
十
四
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
二
百
九
十
五

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
十
八
年
四
月

一
日
か
ら
適
用
す
る
。

　
平
成
十
八
年
四
月
四
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
　
川
崎
　
二
郎

　
第
二
号
中
「
前
号
」
を
「
前
二
号
」
に
改
め
、
同
号
を

第
三
号
と
し
、
第
一
号
中
「
健
康
保
険
法
の
規
定
に
よ
る

療
養
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
方
法
（
平
成
六
年
厚
生

省
告
示
第
五
十
四
号
ご
を
「
診
療
報
酬
の
算
定
方
法
」
に

改
め
、
同
号
を
第
二
号
と
し
、
同
号
の
前
に
次
の
一
号
を

加
え
る
。

　
　
一
　
診
療
報
酬
の
算
定
方
法
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働

省
告
示
第
九
十
二
号
）
別
表
第
一
第
2
章
第
2
部
第

1
節
区
分
C
O
O
2
に
掲
げ
る
在
宅
時
医
学
総
合
管

理
料
が
算
定
さ
れ
る
べ
き
療
養

O
農
林
水
産
省
告
示
第
五
百
三
十
三
号

　
農
業
災
害
補
償
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
八
十
五

号
）
第
百
二
十
案
の
十
四
第
二
項
及
び
第
百
五
十
条
の
六

第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
十
八
年
産
の
秋
植
え
ば

れ
い
し
ょ
、
大
豆
、
小
豆
、
い
ん
げ
ん
、
て
ん
菜
及
び
ホ
ッ

プ
に
係
る
同
法
第
百
二
十
条
の
十
四
第
二
項
及
び
第
百
五

十
条
の
六
第
二
項
の
農
林
水
産
大
臣
が
定
め
る
地
域
及
び

単
位
当
た
り
共
済
金
額
の
範
囲
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
平
成
十
八
年
四
月
四
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
農
林
水
産
大
臣
　
中
川
　
昭
一

　
（
「
次
の
よ
う
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
農
林

水
産
省
経
営
局
保
険
課
及
び
関
係
道
府
県
庁
に
備
え
置
い

て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

0
農
林
水
産
省
告
示
第
五
百
三
十
四
号

　
森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

　
平
成
十
八
年
四
月
四
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
農
林
水
産
大
臣
　
中
川
　
昭
一

一
　
保
安
林
の
所
在
場
所
　
島
根
県
鹿
足
郡
吉
賀
町
朝
倉

　
二
〇
三
四
、
二
〇
三
七
、
二
〇
四
六
、
二
〇
四
七
、
二

　
〇
五
〇

二
　
指
定
の
目
的
　
土
砂
の
流
出
の
防
備

三
　
指
定
施
業
要
件

　
H
　
立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　
1
　
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

　
　
2
　
主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

　
　
　
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

　
　
　
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

　
　
　
も
の
と
す
る
。

　
　
3
　
間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
ω
　
立
木
の
伐
採
の
限
度
　
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
（
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
島

根
県
庁
及
び
吉
賀
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。
）

O
農
林
水
産
省
告
示
第
五
百
三
十
五
号

　
森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
解
除
す
る
。

　
平
成
十
八
年
四
月
四
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
農
林
水
産
大
臣
　
中
川
　
昭
一

　
一
　
解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所
　
宮
城
県
亘
理
郡

　
山
元
町
山
寺
字
浜
野
一
（
国
有
林
。
次
の
図
に
示
す
部

　
分
に
限
る
。
）

二
　
保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的
　
潮
害
の
防
備

三
　
解
除
の
理
由
　
用
排
水
路
用
地
と
す
る
た
め

　
　
（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
宮
城
県
庁
及

び
山
元
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）


